
俳句・川柳10句　　　関根悠介 

【俳句】

「0度」 

うすらひに鳥つつつつつ音のひび 

わらい声あげるレタスを切るときの 

運命の余韻の果ての猫柳 

あばれてもひとひとりなり風うらら 

余寒あり剃刀の上肌のせる

【川柳】

「血潮」



ゼンマイはちいさなコスモ不慮の事故 

ほろほろと綱ほどけゆくべきなのか 

尽きるのは勝手尽きないのも勝手 

ゆうやけの前で唖然として自殺 

きのうから宿借の足音がする


